
栃木県佐野市 熱中症対策普及団体の募集

⚫ 熱中症予防に関する情報発信を継続して実施していたが、広報誌や防災行政無線等では情報が届きにくい
高齢者への周知が課題であった。高齢者と直接かかわる団体の協力を得て、情報を届ける仕組みとして、
熱中症対策普及団体の指定制度を活用することにした。

⚫ 庁内の関係部署に協力を依頼し、各部署のネットワークを活用して指定募集の周知を行った。また関係団
体が参加する会議等での情報提供や商工会議所の会報への記事掲載を通じて、熱中症予防に関する情報を
幅広く発信している。

令和8年度ヒアリング

■苦労した点
・募集開始当初、熱中症対策普及団体の指定に係る提出書類について、
ひな型や記入例がなく、関心のある事業者等からの相談に対して、具
体例を示すことができず、対応に困った。

■工夫した点
・高齢者の見守り活動やチラシの配付活動等、熱中症対策普及団体の事
業と近い活動を既に行っている事業者を中心に指定募集の周知を行っ
た。

・指定募集の周知を行う中で、提出書類の記入例があると良いといった
要望があったことから、記入例を作成し、市ホームページで公開した。

担当部局

環境

▲佐野市
熱中症対策普及団体
チラシ

▲商工会議所 会報記事
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▲熱中症対策普及団体の活動の様子
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